
The society of Urban Pest Management, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　sooiety 　of 　Urban 　Pest 　Management 厂　Japan

家屋 害 虫 Vol．21，　No．2，　 pp，63− 67，2000年 1 月

ゴキ ブ リ 3億年の 来 し方 ， 行 く末
1）

安　富　和 　男
2）

The 　Past　History　since 　Three　Hundred 　Milllon　Years　and 　the　Future　on 　Cockroaches

KazuQ　YAsuToM ［

　古生代石炭紀 に栄え た有翅昆虫の大部分は次 の

二 畳 紀以降に 姿を消 し
， 新 し く出現 した グ ル

ープ

が現在の昆虫類の 祖先にな っ た 。 しか し，ゴ キブ

リは原 ゴ キブ リ類か ら現存の種類 まで ， 3 億年の

風雪 に 耐 えて 子 孫 を継承 し続 け て い る
。

一部の 種

類は入類の 出現以来，巧 みに住居 に入 りこ んで害

虫化 した
。

　ゴ キ ブ リが繁栄 して きた理由に つ い て
， 旺盛 な

繁殖力 ， 忍者 の よ うな素質，飢 餓に 強 い 機構，殺

虫剤抵抗性の発達な どか ら考察 し，また，人家に

すみ つ い た ゴ キ ブ リの 行 く末 も占っ て み た い 。

　　　　 ゴキブ リは 「生 きた化 石 」

「生 きた 化石 」 と して 有名な ム カ シ トン ボは 1

億5000万年前の 中生代ジ ュ ラ紀に現 れ た。 3億年

以 上 前 の 古生 代石炭紀に 出現 した ゴ キブ リは ム カ

シ トン ボの 2 倍 もの 歴 史を も っ て い る 。 石炭紀の

原 ゴ キブ リ類 は化石 と し て 数百種発見 され てお

り，
と くに フ ラ ン ス ・コ マ ン トリーの 地層か らは

100種以上記録 され て い る 。 日本列島は中生代 に

な っ て から形成されたの で古生代の昆虫化石 はな

く， 山口県美祢市大嶺で 中生代三畳紀の 地層か ら

見 つ か っ た ゴ キ ブ リ の 前翅 （翅長1．6cm）が 日本

最古の 昆虫化石で ある （藤山家徳 ， 1991）。

　動物 の 歴史を時計 の 時間 に た とえ て み れ ば （図

1），ゴ キブ リが 10時間，現代人 と同 じ新人 Homo

sapiens は 僅 か 2秒 に す ぎな い
。 2 億4000万 年前

の 中生代に登場 し，今か ら6500万年前 に絶滅 した

　図 1　 時計 に た とえ た 動物 の 歴 史 （安富和男，1993）
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恐竜は 5時間で歴 史を閉 じた ζ と に なる （安富和

男，1993）。

　　　　　ゴキブ リの分類体系と分布

　 ゴ キ ブ リ は 長い 間，直翅 目の 1 科と して 扱 われ

て きたが，図 2 に 示す系統樹 の よ うに，シ ロ ア リ

や カ マ キ リ と類縁が近 い
。 シ ロ ア リ群の 1 目にさ

れた り，シ ロ ア リ，カ マ キ リと一
括された経緯 を

へ て ，現在 の よ うに ゴ キ ブ リ 目 Blattariaと して

独立 した 。 　　 、

　世界の ゴ キ ブ リは約4000種 とい わ れ ， 日本か ら

は 9科，25属，52種 7 亜種の ゴキ ブ リが記 録 され

て い る （朝比奈正 二 郎，1991）。

　大多数の ゴ キブ リ は野外性で
，

一
部が 人家に す

み つ き害虫化 した 。 日本の 家屋 内に すむ ゴ キ ブ リ

の 多くは熱帯原産種で あり，江戸 時代以 降に渡来

した 。 近年，次第に分布を北 に ひ ろ げ て い る 理 由

は交通機関の 発達 と暖房設備の 進展 に あ る 。 例 え

ば，北海道 の 札 幌で は 室内 の 冬季平均気温が 沖縄

の 那覇 と同 じだそ うで ，チ ャ バ ネゴ キ ブ リ，ク ロ

ゴ キブ リ，ワ モ ン ゴ キ ブリ ， トビ イ ロ ゴ キブ リが

屋 内にすみ つ き， さ らにブ ラ ジル 原産の 大形種 ブ

ラ ベ ル ス ゴ キ ブ リ まで 発見 され た 。 ビ ル ，ホ テ

ル
， 住宅 の 近代化が亜熱帯の 環境 を招 き，

ゴ キ ブ

リ の 分布拡大 に 手を貸 した結果 に な っ て し ま っ

た 。

　 日本在来種 の ヤ マ トゴ キ プ リ は 野外性 も残 して

お り，青森県津軽地方の 厳しい 冬を休眠 して 過 ご

す 。 森の 住人オオ ゴ キブ リと とも に野外性 ゴ キ ブ

リの 分布北限 と思われ る 。

　世界の ゴ キ ブ リ総数は 1 兆4853億匹 とい われ ，

主な生息地は熱帯，亜熱帯 の 森林で ある。日本に

分布する ゴ キブ リの種類 も南 に多 く，沖縄 ・南西

諸 島に は 43種が生息 し日本全 体の 70％を超える 。

日本の ゴ キ ブ リ総 数 は 236億 匹 と推定 され て い

る 。

　　　　　　 ゴ キブリ繁栄の 理由

　 ゴ キブ リが 3億年こ の か た栄 え て きた理 由を 4

つ の 要因か ら考えて み た い
。

1．　 旺盛 な繁殖力

　恐竜は 中生代の 初 め に現れ 巨大化の方向へ 進化

したが，中生代 の 終わ りに 1 億 6000万年の 歴史に

終止 符 を打 っ て 絶滅 した 。 しか し，ゴ キブ リは小

さい 体で ，恐竜が絶滅 した よ うな外因，内因に耐

えて 生 き残 っ た 。 そ の 理由の 1 つ と して 旺盛 な繁

殖力が挙げられ る 。

　 ゴ キ ブ リ 1個 体 の 寿命は恐竜よ りは る か に 短 い

が，寿命の 短さを強 い 繁殖力で カ バ ー
して い る 。

恐竜の 繁殖力を現在 の 爬 虫類 なみ と仮定すれば，

ゴ キ ブ リ の 繁殖 力は恐 竜 を 1000倍以上 も上 まわ
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図 2　 ゴ キ ブ リ とそ の 近縁昆虫の 系統樹

　 　 （朝 比 奈正 二 郎，1962よ り変写）
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り，個体数 が圧 倒的 に多 い
。 個体数の 多 い こ と

は，遺伝的な多様性が保証 されて広 い 適応性 に つ

なが り， 地球環境 の 変化に つ い て行 けた 。

　チ ャ バ ネゴ キブ リ の繁殖能力に つ い て 1例 を示

す と，つ ぎの よ うな 「ゴ キ ブ リ算」 が成 り立つ 。

メ ス 成虫が 120日間 の 生存期問中に 5 回卵鞘 を つ

くっ て 産卵 し， 1卵鞘に 40卵が あ り，性比 を 1対

1
，

1 年に 2 世代 をくり返 した場合，年頭 の 雌雄

1 対 が年末 に は約20，000匹 に ふ える （石井象 二

郎，1976）。 実際に は，ふ化率や羽化率が 100％に

達 しな い な どの 理 由か ら ， 20，000匹 とい う数字 よ

りは やや小 さ い だろ う。

　PeriPlanetα 属の ク ロ ゴ キ ブリや ヤマ トゴ キ ブ リ

な どは生育 日数が長 くかか り， 世代の くり返 しが

遅 い の で ，チ ャ バ ネゴ キブ リの 数字ほ どに はな ら

な い 。 しか し，爬虫類や 哺乳類に比較すれば ゴ キ

ブ リの繁殖力はず っ と大 きく， 寿命 の 短 さや天敵

に よる損失 を十分補 っ て い る 。 さら に，家住性 ゴ

キ ブ リ で は，自然界よ りも天敵が少な い た め に生

存率が 高 ま る 。

　また，性 フ ェ ロ モ ン や集合フ ェ ロ モ ン が 合理 的

に働 い て
， 繁 殖 や 成 長 を有利 に導 く役割を演 じて

い る。

2． 忍者 の よ うな素質

　 ゴ キブ リは忍者の よ うな素質に 恵まれた 。 体は

扁平で 弾力性 に富み ，体の厚 さよ り狭 い 隙間にす

ばや く潜 りこ む こ とが で きる。外表皮ワ ッ ク ス 層

の 脂質が油 ぎっ た光沢 の 本体で あ り，体 を保護

し，弾力性 の もとに もな っ て い る 。 脂質は真皮細

胞で 合成 され るヘ プ タ コ サ ジエ ン を主成分 とし，

オ ル トキ ノ ン が酸化防止剤の 役 をつ とめ て 固化 を

防 ぐ。また，外表皮内側 の 原表皮はキチ ン 分子 の

間に タ ン パ ク質が つ ま っ た層で ，皮膚の 硬 さをも

た らす 。 硬 くて柔軟 とい う一見矛盾 した体の 秘密

は こ の よ うな皮膚構造 に基づ い て い る。

　 ゴ キブ リは脚力 が強 い
。 ク ロ ゴ キ ブ リや ワ モ ン

ゴ キ ブ リ は 1秒 間 に 50cmも走 り，昆虫界随
一

の 走

力 と い わ れ て い る 。そ の鍵は，脚の 基部に そなえ

た鼓 動器 とい う補助 ポ ン プ にある 。 こ れ は 第二 の

心臓 と もい われ，血 液 を多量 に 送 りこ む の で 養分

が つ ぎつ ぎに補強 され て行 く。 敵か らすばや く逃

れ て 身を隠すの に都合が よ い し くみ で あ る 。

　ゴキ ブ リの 触角は糸状で長い 。平 安時代の 人 た

ち もヤ マ トゴ キブ リの 長 い 触角が 目に つ い た ら し

く， ツ ノ ム シ の 名で 呼ん だ 。 感覚 の 世 界 に生 きる

ゴ キ ブ リに と っ て触角は大切 な器官で ，嗅 覚，触

覚， 聴覚の 三 役を見事に果 た して い る 。

　聴覚は触角の ほか，腹端の 尾肢 （尾葉 ， 尾角）

も司 る 。 尾肢 には空気の振動で揺れ動く多数の 感

覚毛があ り，人の 耳で は聴 きとれ ない 低音や空気

の 流れ を感知で きる。また
， 地面や床の 足音は体

表の 感覚毛で受容 す る 。

3． 雑食性の 強み と飢餓 に耐える しくみ

　古生代石 炭紀にすんで い た原 トン ボ類の メ ガ ニ

ュ
ー

ラ は翅 の 開張70cmに 及ぶ 史上最 大の 巨大昆虫

で あ っ たが ，古生代 だけで 絶滅 して しま っ た 。 餌

は生 きた 小 昆虫に限 られ ， 大 きな体 に は大量 の 餌

が必 要な の で ，環境悪化 に よる餌不足に つ い て行

けなか っ た ら しい 。 大 きす ぎたゆ えの 悲劇 と思

う。

　それ に対 して ゴ キ ブ リの 体は大 きくな く，しか

も
「

雑食性 」 と い う食性が極め て有利に働 い て 生

き残 る こ とが で きた 。
ゴ キ ブ リは植食性，肉食

性，腐食性 を兼ねた雑食性昆虫の代表で ある 。 食

性の 幅が広 い の は 原始的 な性質か も知れ ない が ，

ゴ キ ブ リは進化だけが生 き残 りの 手段で はな い こ

と を実証 した 。

　活動期の昆虫は 2 〜 3 日食物 をとらない と餓死

して しまうが，ゴ キ ブ リは 飢餓 に強 い 。 ワ モ ン ゴ

キブ リは飲 まず食わず で ， オ ス が30 日間，メ ス が

40日間生存す る。水 を与 えた場合 はさ らに生存期

間が 伸び，水 だけで オ ス が 45日間，メ ス は90日聞

も生 きる 。

2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

図 3　 F ウ ヨ ウ ゴ キ ブ リ の 脂肪体　 ユ。脂 肪細胞，

　　　2 ．菌細 胞 （朝比奈正 二 郎，1971よ り変写）
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　ゴ キ ブ リの体 に は脂肪 体が多 く，と くに メ ス は

オス よ り多量に含む 。
ゴ キ ブ リが長期間の 絶食に

耐え る の は 脂肪体の 栄養物を エ ネル ギ
ー
源 と して

利用するか らで あろ う。
ゴ キ ブ リの脂肪体には菌

細胞 mycetocyte （図 3）があ っ て ，共生 バ ク テ リ

ア に よ り各種の ア ミ ノ 酸を生合成する 。 また
， 脂

肪体 はブ ドウ糖か らグ リ コ ー
ゲ ン をつ くり ， 尿酸

を分解する機能 も持 っ て い る 。

4． 殺虫剤に 抵抗す る ゴ キ ブ リ

　人家 にすみ つ い た ゴ キ ブ リた ちは野外 にすんで

い た先祖 と違 い ，殺虫剤で 死 ぬ 破目 に なっ た 。 と

こ ろ が，近年 ， 殺 虫剤の効か な い 抵抗性系統が出

現 した
。 人類 よ り遙か に古 い 歴史をもつ ゴ キ ブ リ

が殺虫剤を予知 して い た とは 思 えな い が
， 致命的

な は ずの 殺虫剤か ら身を守る能力を秘め て い た 。

それ は天 然物 中 の 有毒成分 に打 ち勝つ ため の 防衛

機構で あっ た 。 最初の集団に は，そ の 機構を備え

た 個体 は僅か しか い な くて も，遺伝子が子孫に伝

わ っ て 行 く。殺虫剤 の 淘汰 （selection ）が代 々 く

り返され続ける と
， 強 い 個体 の 集ま り

「
抵抗性系

統」 の 形成に なる 。

　抵抗性の機構 には，（1）皮膚 の 透 過性低下 ， 〔2）解

毒分解酵素の 活性高揚，（3）作用 点の 感受性低 下 の

3 つ が ある。（2）と（3）は 抵抗性の 主要 因 になる もの

で ，〔2）の 酵素は複数存在する 。 そ して
，

こ れ らの

生理 的機構 は い ずれ も遺伝子に 支配 され て い る 。

さ ら に，複数の 要 因が 重な っ た場合，足 し算で な

く掛け算の 計算で強 くな り，殺虫剤 に触れ て も容

易 に生 きの びる 。

　 ゴ キ ブ リの 中で は チ ャ バ ネ ゴ キブ リに最 も抵抗

性 の 発達 が起 こ りやす い
。 理由と して，まず ， 大

型種に 比 べ て 生育期間が 短 く世代の くり返 しが早
い の で ，殺虫剤 の 淘汰を受け る 回数の 多い こ とが

あげ られ る 。 さらに，抵抗性 に 関与す る遺伝子 の

種類が多 く頻度が高 い の か も知れ な い 。

　チ ャ バ ネゴ キブ リにつ い て 抵抗性の 遺伝様式 を

調 べ た結果，有機リ ン 剤抵抗性 は図 4右側 の よ う

に優性遺伝子 ，ピ レ ス ロ イ ド抵抗性は図 4左側の

ように劣性遺伝子 に基づ くこ とが わか っ て きた 。

こ の 違 い が抵抗性系統の形式に大 きな影響 を及 ぼ

す 。

　優性遺伝子 の 有機 リ ン剤抵抗 性 で は
，

ヘ テ ロ の

Rs は ホ モ の RR と同 じ強 さを示 す の で，淘汰が

続 い て もヘ テ ロ の Rs が生 き残 っ て 感受性 の s が

消 されない
。 そ の ため感受性が 回復 しやす い

。

　
一方，ピ レ ス ロ イ ド抵抗性 の 主要 因は神経軸索

興 奮膜の 感受性低下 で あ り，劣性遺伝子 kdr の 支

配 を受ける 。 こ の 場合，ヘ テ ロ の rS は ホ モ の SS
と同 じ程度に 弱 い の で 死ん で 行 く。 短 い 年月 の ピ

図 4　遺 伝 子 の 違 い に よる チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リの 生 き残 り方

　　 （安富和男，1993）
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レ ス ロ イ ド淘汰で ，感受性の優性 因子 S が 完全

に消され て ，抵抗性の劣性 ホ モ 個体 rr を100％含

む純粋 な抵抗性系統が形成 され て しまう。 他の 場

所か ら感受性の 個体が まぎれ こ まな い か ぎり，ピ

レ ス ロ イ ド剤の 使用 をや め て も抵抗性は維持 され

続け ， 人間 に とっ て深刻な事態 を招 く。

　現在，私 た ちは別 グ ル
ー

プ の 殺虫剤 へ の 転換 や

殺虫剤の ロ ー
テ
ーシ ョ ン で 抵抗性に対処 して い る

が，人 と抵抗性 ゴ キ ブ リ と の 戦 い は 21世紀以 降 も

続 くこ とで あろう。

　　　 人類の あとは ゴキブリの 時代 か ？

　環境破壊 が年々 激化 して きた 。 人類の 方が ゴ キ

ブリよ り悪環境 に弱 い とすれば，ゴ キ ブリが健在

なうちに入類 は絶滅 の 憂 き目を見るだろう。

　また，日本 にお い て は近年
「
少子化 」 が進み，

単純計算をすれば 800年後 に 日本人は消滅 して し

ま うら しV   今夏，世 間 を騒が せ た大予言 よ り信

憑性が高い 話 と思 う。

　
「
人 類が 滅び た ら ゴ キ ブ リ の 時代 が くる 」 と い

うの は果た して本当だろうか ？

（1＞ も し
， 日本 人 が 消 滅す れ ば

， ヤ マ トゴ キ ブ リ

　 は ゴー
ス トタウ ン を脱出 して 森 の 生 活に戻 っ て

　行 くに 違 い ない
。 ヤ マ トゴ キ ブ リ に は休眠性が

　あ り， 東北地 方北部 まで の 厳冬期 に十分耐 え ら

　れ る 。

  　一方，チ ャ バ ネゴ キ ブ リ，ワ モ ン ゴ キブ リ，

　 トビイ ロ ゴ キ ブ リなどの 熱帯原産種は休眠性 を

　 もっ て い ない 。 暖房が な くな っ た気温10℃ 以下

　の 所 に は す む こ とが で きず，日本人 と 運命を と

　 もに する だ ろ う 。

　　チ ャ バ ネゴ キ ブ リの 殺虫剤抵抗性系統は殺虫

　剤 を克服で きて も冬 の 低温に は勝 つ こ とがで き

　ず，死滅 へ の 道 をた どる しか な い
。

〔3） 熱帯地方 の 人家 に すみ こ ん だ ゴ キ ブ リ た ち

　は，人類最期の 日まで熱帯雨林が残 っ て い るな

　らば， そ こ に先祖が くら して い た 「安住の 地 」
　 　 　 　 　 　 　 　 ふ る さと

　を見出す だ ろ う。 故郷 へ の U ター
ン で ある。
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　　　　　　 摘　 　 要

ゴ キブ リは古生代石炭紀の 原 ゴ キブ リ類か ら

現存の種類まで， 3億年の 間子 孫を継承 し続

けて きた 「
生 きた化石 」 で ある 。

日本産 ゴ キブ リは 9科，25属，52種 7 亜種記

録され て お り， 家屋 内の 害虫 ゴ キブ リは年々

分布 を北 に ひ ろげて い る。

ゴ キブ リ繁栄の 理 由は，旺盛 な繁殖力，弾力

性に富む体，強い 脚力 ， 鋭 い 感覚 ， 雑食性 ，

飢餓に耐 える生理機構，殺虫剤抵抗性の 発達

な ど にある 。

「人類の あ と は ゴ キ ブ リ の 時代か ？」 に つ い

て も推察した 。
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